
300SG/400DG

この取扱説明書は操作手順と同様に安全に関する重要な注意事項が記載されています
（保管上の注意とレーザーの安全性の項参照）。本器の電源を入れる前に、この取扱説明
書を注意深くお読みください。

RUGBY(ラグビー)300SG／400DG 取扱説明書
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この記載が遵守されない場合、すぐにも
人身事故（死亡または重傷）につながる
事項を示します。

本説明書で使用されている記号について

危険

この記載が遵守されない場合、人身事故
（死亡または重傷）につながる可能性が高
い事項を示します。警告

この記載が遵守されない場合、中程度の
人身障害またはかなりの物質的、経済的
損失、あるいは環境上の損害を生じる可
能性が高い事項を示します。

器械の機種名とシリアル番号は、器械底面のラベル
に記載されています。下記の欄に、機種名とシリア
ル番号、ご購入日を記入してください。販売代理店、
またはサービスセンターにお問い合わせの際は、必
ずこの機種名とシリアル番号をお知らせください。

機種名

シリアル番号

購入時期

注意

器械を、技術的に正しく、かつ有効に使
用するために、操作に際して遵守される
べき重要事項を示します。

器械の識別



3ラグビー300SG/400DG

目次

はじめに
各部の名称と機能…………………………………05

操作…………………………………………………06
勾配値の入力・設定……………………………06
勾配軸の切換……………………………………07
方向軸の確認……………………………………08
方向軸の設定……………………………………08
より詳細な方向軸の設定………………………09

セットアップ………………………………………10
一般的なセットアップ…………………………10
その他のセットアップ…………………………10
回転スピードの変更……………………………11
HI機能……………………………………………11
オートモードとマニュアルモード……………11
マニュアルモードでの勾配設定………………11
風に対する感度…………………………………12
ビームマスク……………………………………12
詳細な設定機能…………………………………12

調整…………………………………………………13
点検と調整………………………………………13
調整モードの入力………………………………13

トラブルシューティング…………………………14
各種表示の説明…………………………………14
トラブルシューティングと対策………………15

オプション…………………………………………16
照準用スコープ…………………………………16

お手入れと輸送……………………………………18
輸送………………………………………………18
保管………………………………………………19
清掃と乾燥………………………………………19

安全に取り扱うために……………………………20
マニュアルの記号の意味………………………20
器械の意図する用途……………………………20
使用制限…………………………………………20
責任………………………………………………20
使用上の危険……………………………………21
レーザーのクラス………………………………22
電磁障害の許容性………………………………22
保証…………………………………………………23
仕様…………………………………………………23

 



4ラグビー300SG/400DG

はじめに

ラグビー勾配設定機能付き回転レーザーは、一般の
均平作業の他、勾配設定、掘削作業など幅広い用途
に合わせて設計されています。作業の効率を上げ、
時間や材料を節約し、生産性向上に貢献します。

本説明書は操作と設定に関して一般的な用途を対象
に、ラグビーシリーズの特長をご理解いただき、最
大限有効にお使いいただくためのものです。
特殊な使用方法に関しましては、ライカジオシステ
ムズ株式会社か最寄りの販売店にご確認ください。

ラグビーは、優れた耐久性と正確さを特長とし、直
径770ｍの広範囲での作業が可能です。ラグビー
300SGは単勾配（１軸勾配）の設定ができ、下図
の1のような水平面の基準、2のような勾配の設定
が可能です。さらにラグビー400DGは複合勾配
（2軸勾配）の設定ができ、1・2のみならず、3の
ような勾配の設定も可能です。

器械の設置と方向の設定は、図のようにラグビー本
体の頭頂部を高さの基準となる点に向けていただく
か、オプションの照準用スコープを用いて簡単に行
えます。
詳細は「方向軸の設定」の項をご参照ください。
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各部の名称と機能

電源ボタン：電源のオンオフを行います
液晶表示部： 設定した勾配（ラグビー
400DGではX、Y両軸共）や、バッテリーの
状態、回転スピード、ビームマスクなどを表示
します。
Xボタン（ラグビー400DGではX/Yボタン）：
X軸（ラグビー400DGではX/Y軸）の勾配設
定の際に押します。
上向き矢印：Xボタン（ラグビー400DGでは
X/Yボタン）を押した後に、勾配の数値を上げ
る際に押します。
星形ボタン：設定画面に入るためのボタンで
す。勾配設定の際には桁の移動にも使用します。
下向き矢印：Xボタン（ラグビー400DGでは
X/Yボタン）を押した後に、勾配の数値を下げ
る際に押します。
円形気泡管：器械の設置の際に参考にします。
外部電源用ジャック：バッテリーを充電する際、
または外部電源で動作させる場合に使います。
ツインバッテリーシステム：ラグビー独自の発
想による2つの部屋を持つバッテリー収納部
です。
照準器：オプションの照準用スコープを載せる
プレートを兼ねた簡易照準器です。
ハンドル：持ち運びや設置に便利なハンドル
です。
三脚用取付ネジ：5/8“ネジの三脚に取り付け
るためのネジです。

バッテリー

ツインバッテリーシステム－　ラグビー独自の発想
による、独立した2つの部屋を持つバッテリー収納
部です。アルカリ乾電池4本1組と充電式バッテリー
パック１個を自由に組み合わせて使用できます。両
方使うことで2倍長持ちする便利なシステムです。

バッテリー残量の状態は、電源投入時、または通常
画面の下部に表示されます。

バッテリーの入れ方
充電式ニッケル水素（NiMH）バッテリーパック
（図 ）はラベルが見える方を上にして入れます。
アルカリ乾電池（図 ）は、ふたに記載された通りの
向きで収納部に入れ、ふたをして、つまみ（図 ）
をロックします。
充電する場合は、プラグを収納部の上にあるジャッ
ク（図 ）に差し込みます。およそ4－5時間でフ
ル充電になります。
また、充電器を接続していれば、充電しながら外部
電源として動作可能です。

1
2

3

4

5

6

7
8

9

10

11

12

なし　　　　　　　　 65時間　　 130時間
1個　　 50時間　　 115時間
2個　　 100時間

充電式バッテリー

なし　　　　 1組　　　　 2組

アルカリ乾電池4本1組

1
2
3
4

8

9

10

11

5
6

7

12

1

2

3

4
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操作

勾配値の入力・設定
数値での勾配設定

電源ボタンを押します。

液晶表示部の数値は、最初はすべてゼロに
なっています。Xボタン（ラグビー400DG
ではX/Yボタン）を押して軸を選択します。
表示に設定値が現れます。
（最初はすべてゼロ）

星形ボタンを押すと、＋／－の部分にカー
ソルが現れます。
さらに星形ボタンを押すと、桁が右に移動
します。

上下の矢印ボタンを使って設定したい勾配
に数値を合わせます。

最後にXボタン（ラグビー400DGではX/Y
ボタン）を押せば設定完了です。

電源ボタンを押します。

液晶表示部の数値は、最初はすべてゼロに
なっています。
Xボタン（ラグビー400DGではX/Yボタン）
を押して軸を選択します。表示に設定値が
現れます。

上下のボタンを使って必要な勾配にセット
します。ボタンは連続して押すことも出来
ます。ゼロで一度表示が止まりますが、一
度離してから再度押すと数値が変わります。

最後にXボタン（ラグビー400DGではX/Y
ボタン）を押せば設定完了です。
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勾配軸の切換
設定した勾配の+/-を簡単に切換えることが出来
ます。
道路や整地で水はけの勾配を設定する場合、図のよ
うにラグビーを傾斜の頂点に置き、中心線から片側
に勾配を合わせます。勾配設定値の符号を＋から－
に変えるだけで、簡単に勾配を左下がりから右下が
りにするような切換が可能です。表示も＋、－で表
示されます。

直接勾配を設定する方法
現場の高さの基準にレーザー光をあてることで、勾
配を直接設定することも可能です。
すでに丁張り・杭打ちが済んだ高さの基準となる点
に、図のように、受光器を持ったスタッフが立ち、次
の手順で、受光器にレーザー光があたるまで動かし
ます。
結果として画面に勾配の数値が表示されます。

勾配の解除（ゼロリセット）
勾配の設定画面で、上下のボタンを同時に押すと設
定値が解除されてゼロになります。

勾配の最大値
勾配設定の最大値は＋15％です。
（ラグビー400DGではX/Y両軸併せて＋15％ま
で。図のようにX軸が＋15％で、Y軸が＋/－1％
以下の場合はそれ以上の数値に変更しようとすると
注意の表示が出ます。片軸の場合は最大＋25％ま
で設定できます）

どのボタンも押さなければ10秒後に通常
画面に戻ります。
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勾配を正しく設定するためには、現場でのＸ軸と
Ｙ軸を正しく設定する必要があります。
円形気泡管で自動整準の範囲内にあることを確認
し、ラグビーの頭頂部にある照準器を使って方向
軸の調整を行います。
照準する際には、図のようにラグビーの操作パネ
ル・表示面が見える形で立ち、器械をゆっくり回
して基準の点に向けます。これがX軸になります。

傾斜の計算：数値よる勾配の入力
傾斜：１ｍあたりの高さの変化
数値による勾配：計算値を100倍する
勾配の数値による計算：
傾斜＝0.059ｍ（1ｍ先で59ｍｍ上がる）
数値値への換算＝0.059×100
勾配値＝5.9％＞＞5.9と入力する

X軸の＋方向：上向きの勾配をX軸に設定する
場合、数値が増えていく方向が上になります。

Y軸の＋方向：ラグビー400DGの場合、上向
きの勾配をY軸に設定する場合も、数値が増え
ていく方向が上になります。

軸の表示：ラグビー本体のレーザー発光窓に
も軸を示すラベルがあります。

方向軸の確認 方向軸の設定

1

2

3

オプションで照準用スコープがあります。

より厳密な設定は、次ページの「より詳
細な方向軸の設定」の項を参照ください。
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より詳細な方向軸の設定
通常の場合、ラグビーの頭頂部にある照星（照準
用方向マーク）で軸の調整ができますが、より詳
細な調整が必要な場合は以下の手順で行ってくだ
さい。

目標：
● ＋X軸上にポイントAを基準として設定し高さ
を測ります。

● ボタンを押してY軸に勾配を設定し、ポイント
Aの最初の高さに再び合う位置を探します。

設定
●2度目の計測値が最初の計測値と同じになれば
X軸は正しく設置されたことになります。

●2度目の計測値が最初の読みよりも大きい（高
い）場合は、高さが一致するまでラグビーを
時計方向に回します。

●2度目の計測値が最初の読みよりも小さい（低
い）場合は、高さが一致するまでラグビーを
反時計方向に回します。

3. 次にＸ軸に例えば5.000％を入力します。Ｘ
軸に勾配が設定されると、Ｙ軸を支点として
上下します。

4. Ｘ軸5.000％の状態で再度ポイントAの高さ
を測ります。

手順：
1. 両軸0.000%の状態でラグビー を直接勾配杭
に設置し、Ｙ軸を2番目の勾配杭（ポイントA）
に向けおおまかな調整を行います。

2. 受光器ロッドアイ、および標尺を使用してポ
イントAの高さを測ります。

X軸＝0.000% Y軸＝0.000%

X軸＝5.000% Y軸＝0.000%
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セットアップ

一般的なセットアップ
設置位置
作業範囲内全体にレーザー光が届く位置を選んでく
ださい。
最も効果的に作業を進めるために、作業内容に合わ
せて現場の中心や勾配の片端などを選びます。
また、器械が簡単に動くことのないよう、安定した
状態であること、重機による振動や強風を受けにく
い場所であることも考慮に入れてください。
埃っぽい状況では、ラグビーを風上に置いてくださ
い。吹き付ける粉塵・埃の影響を低減できます。

推奨する回転スピード
通常の用途では10RPS（毎分600回転）です。
重機で受光しながら作業する場合、最高スピードの
20RPS（毎分1200回転）での使用をお勧めします。

作業範囲が非常に広いなど、遠いところでレーザー
光を受ける必要がある場合は、出来るだけ速い速度
で回してください。受光器で光を受ける頻度が上が
り作業しやすくなります。

三脚への設置
ラグビーは三脚か安定した水平面にしっかり固定し
てください。
作業前には三脚等に不具合がないか、すべてのネジ
などがしっかり締まっているかを確認してください。

チェーン（脚の開き過ぎを防ぐ三本脚をつなぐ鎖状
のもの）が付いた三脚をご使用になる場合、日中気
温の上昇で膨張することを考慮してチェーンを少々
ゆるめに設置してください。

強風の日には、三脚の保全のために土嚢で脚を押さ
えてください。（風感度に関する設定の項も参照く
ださい）

三脚にワンタッチ固定式レバーが付いている場合
は、風によってレバーが解除されないよう設置する
方向に気を付けてください。

その他のセットアップ
ラグビー300SG/400DGは用途に合わせて最適な
設定で使用することができます。以下設定画面の説
明と簡単な設定の変更方法を示します。

星形ボタンを押すと表示部に設定画面が現
れます。

回転スピードの選択　5・10・15・
20RPSから選択可能です。

HI機能のオンオフ選択です。

自動整準のオンオフ選択です。

風に対する感度の設定です。1～5まで5段
階選べます。静かな日は1、通常は3、強風
の日は5に設定することをお勧めします。

ビームマスクの設定です。レーザー光を照
射しない方向を90°単位で選ぶことができ
ます。

設定を変更する場合の基本的な操作
設定画面に入った時は「終了＝EXIT」のアイコン
が点滅しています。
変更したい項目を選択する時には以下のような手順
で行います。

選ぶ項目の決定と設定終了の場合には星形
ボタンを押します。

項目を選択する場合には、上下の矢印ボタ
ンを押します。
項目を選択すると表示が太く変わります。
選択を決定してから矢印ボタンで変更を行
います。

ビームマスクの設定にはXボタン（ラグビー
400DGの場合はX/Yボタン）も併用します。
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回転スピードの変更
ラグビー300SG/400DGは4種類の回転速度を選
ぶことができます。（5・10・15・20RPS＝毎分
300・600・900・1200回転）
現場の状況（広さなど）や用途に合わせて選べます。
工場出荷時には10RPS（毎分600回転）になって
います。

HI機能
HI機能とは三脚のズレなどが原因の、意図しない器
械の動きを警告する機能です。
HI機能が動作している場合、自動整準する範囲はや
や狭くなります。
器械が動いたと感知した場合は、レーザーの回転が
止まり、画面に以下の表示が出ます。

この警告を解除する方法は、星形ボタンか電源ボタ
ンを押してリセットしてください。
設置状況と器械が動いた原因を確認し、必要な高さ
にラグビーを設置し直してください。

このHI機能は設定画面でオンオフ選択できます。
HI機能がオン（動作している）の時には画面の右下
にHIの文字が出ます。

HI機能はラグビーが整準してレーザーを照射し、安
定して回転を始めてから動作しますので、オンして
から約30秒後に有効になります。

HI機能は通常電源オンで自動的に立
ち上がります。変更する場合は設定
画面で行います。

ビームマスクの方向を選択する場合はXボタ
ン（ラグビー400DGの場合はX/Yボタン）
を90°ごとの4方向のオンオフ設定に使い
ます。

90°ごとの方向の選択には上下矢印ボタンを
使います。
選択すると、表示が黒く変わり、レーザー
を照射しない方向を示します。

終了＝EXITを選択して星形ボタンを押せば
設定作業を終了し、通常の表示画面に戻り
ます。

どのボタンも押さなければ10秒後に通常画
面に戻ります。

オートモードとマニュアルモード
ラグビーは常時オートモードで立ち上がり、自動整
準するようになっています。

マニュアルモードでの勾配設定
マニュアルモードで勾配を設定する場合はX軸（ラ
グビー400DGの場合はXまたはY軸）に入力した
勾配が表示されます。

このモードではX軸（ラグビー400DGの場合はX、
Yいずれの軸）に勾配設定可能です。ラグビーは初
めに自動整準し、入力した勾配に動いた後マニュア
ルモードになります。
一度マニュアルモードに入ると自動整準機能は動作
しません。

レーザー光の回転水平面はＸボタン（ラグビー
400DGの場合はX/Yボタン）で変更可能です。た
だし傾きは表示しません。

マニュアルモードでは自動整準機能は動作
しません。
表示には以下のように出ます。

表示している勾配を変更したい場合は、一
度オートモードにしてから勾配入力をやり
直し、マニュアルモードに戻してください。
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風に対する感度
この機能はラグビーを現場の設置環境に最適な状態
で使うためのものです。

ビームマスク
この機能は特定の方向にレーザー光を照射しないた
めの機能で、近接して別のレーザーと受光器を使用
している場合などに便利です。
設定画面を利用して、レーザーを照射しない方向の
選択とレーザー光のオンオフを設定できます。
レーザーを照射しない方向は、表示画面では黒くな
ります。

感度は1から5まで選ぶことができ、
1は風がほぼ無い状態、5は強い風
が吹いている状態を意味します。出
来る限り低い数値で使用するのが高
い精度を維持する方法です。

詳細な設定機能
詳細な設定は以下のような操作で行います。

通常画面から上矢印ボタンを押しな
がら、星形ボタンを押します。この操
作で設定できるのは以下の項目です。

ビームマスクの方向、面か角かを選
択します。

ビームマスク設定を保存します。

HI機能を常時オフにします。

マイナスの勾配設定を防止します。

リモコン機能を使う場合、通信をオ
ンにします。通常は電源節約のため
にオフになっています

+

詳細設定画面で照射しない方向を図
のように角か面か選択できです。

ビームマスクの設定は、通常電源を
オフすると保存されません。保存し
たい場合は詳細設定で行うことが出
来ます。

設定を変更する場合の基本的な操作
設定画面に入った時は「終了＝EXIT」のアイコン
が点滅しています。

変更したい項目を選択する時には以下のような手順
で行います。

選ぶ項目の決定と設定終了の場合には　星
形ボタンを押します。

項目を選択する場合には　上下の矢印ボタ
ンを押します。

項目を選択すると表示が太く変わります。
選択を決定し、矢印ボタンで変更を行いま
す。

終了＝EXITを選択して星形ボタンを押すと
設定作業を終了し、通常の表示画面に戻り
ます。

どのボタンも押さなければ10秒後に通常画
面に戻ります。

＜ラグビー400DGのみ＞



注意：調整を変える意志のないときには上下
の矢印ボタンを押さないで下さい。このモー
ドを解除する時には電源ボタン
を一度押せば、変更は行われま
せん。

コントロールパネルを正視できる位置に立ち、
この機器の頭頂部越しに壁面の調整マークが確
認できるように配置します。これがX軸（ポジ
ション1）です。

上下の矢印ボタンを使い、ビームの高さが調整
軸のポジション1の位置に来るよう、調整します。
5カウントが30mの距離で約1.5mmに相当し
ます。

レーザーを180°反転させ調整
軸が反対側になっていることを確
認します（ポジション2）。星形
ボタンを押すことにより、X軸の
調整値が決定します。

ハンドルが、壁の調整ポイントを指すように位
置を変えます。これがY軸（ポジション3）で
す。

星形ボタンをもう1度押し、Y軸の調整・モー
ドを選択します。画面が変わりY軸の調整モー
ドである事が確認できます。

上下の矢印ボタンを使い、ビームの高さがY軸
のポジション3の位置に来るよう、調整します。

レーザーを180°反転させ調整軸の反対側に
なっていることを確認します（ポジション4）。
星形ボタンを押すことにより、X軸の調整値が
決定します。

完了したら、星形ボタンをもう１度押し、設定
を保存した後、通常画面に戻ります。

調整モードの入力
電源を入れていない状態から、上下の矢印ボタ
ンを両方押しながら電源ボタン を押し、そして
離します。その後、矢印ボタンを離します。

これでラグビーは調整モードになり、画面に砂
時計が表示されます。

13ラグビー300SG/400DG

ラグビーは工場出荷時に規定の精度に調整
されていますが、精度を維持する為にも、
受け取り時とその後の定期調整をお勧めい
たします。レーザーの精度調整が必要な場
合には最寄の弊社サービスセンターに送る
か、以下の手順に従って、調整してください。

注意：調整をする意志がない場合はこのモ
ードを使用したり調整を行わないで下さい。
調整はこの基本的主旨を理解している人以
外は行わないようにしてください。

調整

点検と調整
ラグビーのレベル調整を行う時、壁面から約30ｍ
離して水平な台か、三脚に設置します。ラグビーの
X軸を壁に直角に向けます。自動整準が終了し、レ
ーザーが回転し始めてから1分ほど待ち、ビームの
示した位置をマークします（ポジション1）。ラグ
ビーを180°反転させ、自動整準後、最初の調整
軸の反対側のポジションをマークします（ポジショ
ン2）。

ラグビーのY軸を90°回転させ、壁と直角になる
ようにします。その後、自動整準させ、ビームの示
した位置をマークします(ポジション3)。ラグビー
を180°反転させ、自動整準させ、2番目の調整軸
の反対側のポジションをマークします(ポジション
4）これらの４つのポジションのマークが中心か
ら±1.5mm以内が調整基準値となります。

X軸（ポジション1） X軸（ポジション2）

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

X軸

Y軸



14ラグビー300SG/400DG

トラブルシューティング

各種表示の説明

スタート画面
サービスモードを使用して、お客様の
名前や住所を入力し表示できます。

バッテリーの状態
電源オン時に大きく表示します。
残量が不足した時にも表示します。

オートモード
常時設定した勾配値を表示します。
常時自動整準します。

マニュアルモード
自動整準はしません。
勾配の設定・変更は可能です。

マニュアルモードでの勾配設定
自動整準をした後、マニュアルになり
ます。
勾配の設定・変更は可能です。

HI警告
器械が動いたり、高さが変わった場合
に表示します。
電源ボタンか星形ボタンを押して機能
をリセットします。
高さを確認して再度設置します。

整準の限界を知らせる警告
自動で整準できる範囲（±5°）を超
えています。
設置の状態を確認し、円形気泡管で概
ね合わせてください。

器械の傾き過ぎを知らせる警告
器械が30°以上傾いています。

温度に関する警告
器械の温度が高すぎるか低すぎる状態
です。
暑い場合は影で冷ましてください。
寒い場合は暖めてから使用してください。

マイナス勾配設定を防止している表示
設定によりマイナスの勾配を入力でき
ない状態です。

勾配設定の限界表示
15％以上の勾配を設定した場合の表示
です。

＜ラグビー400DGのみ＞
スリープモード
リモコン操作でスリープ（省エネ）の
状態になっています。
電源ボタンを押すと完全にオフできます。

リモコンとの交信エラー
リモコンとの通信範囲を超えています。
近づいてください。
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トラブルシューティングと対策
基本的な確認項目：動作に異常を感じた時には、最
初に以下のような基本的なことを確認してくださ
い。
動作モードがオートかマニュアルか。マニュア
ルの勾配設定になっているか。
電池の残量
警告表示－HI警告、整準の限界、温度、調整など

レーザー光が出ない
ラグビーは目に見えない「不可視光」です。
受光器で発光を確認してください。

自動整準しない
上記の基本項目をチェックしてください。

勾配が変更できない
上記の基本項目をチェックしてください。
マニュアルモードで試してください。
勾配設定値の限界に来ていないかチェックして
ください。
（ラグビー400DGでは逆の軸で試してください）

距離が飛ばない
発光部の窓の汚れなどをチェックしてください。
別の受光器で試してください。
遠いところでは回転スピードを落としてみてく
ださい。

回転が遅い
上記の基本項目をチェックしてください。
バッテリー残量が少なくなると回転スピードが
遅くなります（7RPS、毎分420回転）。受光器
ロッドアイの表示上でもラグビーのバッテリー
残量不足を知らせます。

高さの基準とレーザーが一致しない
軸の方向が正しいかどうか確認してください。
ラグビーの水平精度を確認してください。
＞＞点検調整の項（本説明書13ページ）を参照
基準杭が動いてしまっていないかなど、現場の
チェックをしてください。

ビームマスクの情報が保存できない
詳細設定で情報を保存するように設定できます。

＜ラグビー400DGのみ＞
リモコンの電源が入らない
リモコンのバッテリーを交換してください。

リモコンでの操作ができない
通信が成立したかどうかをラグビーの表示画面
のアイコンでチェックしてください。
リモコンのバッテリー残量を確認してください。
距離を縮めて再度試してください。
長い距離の場合、リモコンとラグビーが見通せ
る位置にあるかどうか確認してください。
操作する向きや角度を変えてみてください。内
部アンテナの感度により通信状態が変わる場合
があります。

これらの対策に該当しない場合は販売店か、
最寄りの認定サービス店にご連絡ください。

●

●
●

●

●

●

●
●
●

●

●
●
●

●
●
●

●
●

●
●

●

●

●
●
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オプション

照準用スコープ（品番739870）
ラグビーの設置方向軸を確認するために、オプショ
ンとして照準用スコープを用意しています。このス
コープは、磁石でラグビーの頭頂部にセットできま
す。スコープを取り外した場合の、再セットの再現
性は±0.2°です。

十字線の調整
照準用スコープは、工場で予め調整されています。
さらに詳細に調整したい場合は、図Aの部分で調整
可能です。

方向軸の詳細設定に関しては、本説明書9ページの
「より詳細な方向軸の設定」を参照ください。

図A＝照準用十字線調整ネジ
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お手入れと輸送

輸送
現場での移動
作業現場で器械を持ち運ぶ際は、次の事項を必ず守
ってください。
器械をオリジナルの輸送ケースに入れて持ち運
ぶこと。
器械を三脚に取り付けた状態で運ぶ場合は、脚
を開いた状態で肩に担ぎ、器械が真っ直ぐに立
った状態を保つようにしてください。

自動車での輸送
自動車で輸送する場合は、器械をそのまま車両に乗
せないでください。衝撃や振動で器械が破損する恐
れがあります。必ず専用のケースに入れて輸送して
ください。

運送便による輸送
器械を列車、航空機、船舶などで輸送する場合は、
ライカジオシステムズが出荷の際に使用したオリジ
ナルの梱包材（輸送ケースと出荷用段ボール箱）を
使用するか、衝撃や振動から器械を保護できるよう
な適切な梱包材を使用してください。

電池の運送、輸送
電池を運送、輸送する際、本製品の取扱責任者は、
国内および外国の該当法規や条例に従ってくださ
い。運送や輸送の前に、各地域の旅客、貨物輸送会
社にお問い合わせください。

現場での調整
長時間器械を輸送した後は、器械を使用する前に、
この取扱説明書に示されている点検調整作業を行っ
てください。（販売店およびに認定サービス店にご
依頼いただくこともできます）

●

●



依頼いただくこともできます）
清掃と乾燥
レーザー発光窓
ガラス部分には、決して指で触れないでください。
清掃するときは、清潔で柔らかい毛羽立っていな
い布だけを使用してください。必要に応じて、純
粋アルコールか水で湿らせた布を使用することも
可能です。
アルコール以外の液体は絶対に使用しないでく
ださい。ポリマー材の部分が破損する恐れがあ

ります。

器械が濡れた場合
器械、輸送ケース、発泡性素材のライナー、アクセ
サリーを40℃以下の温度で乾燥させ、清掃してく
ださい。すべての部分が完全に乾燥するまではケー
スに入れないでください。

ケーブルとプラグ
プラグは汚れないように注意し、湿気から保護しま
す。接続ケーブルのプラグの汚れは吹き付けて取り
除きます。

19ラグビー300SG/400DG

●
●

●

保管
製品
器械を保管する場合は温度に注意してください。特
に夏期や車中にて保管する場合はご注意ください。
温度条件については「主な仕様」（本説明書23ページ）
を参照してください。

現場での調整
長期間器械を保管した後は、器械を使用する前に、
この取扱説明書に示されている点検調整作業を行っ
てください。（販売店およびに認定サービス店にご
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安全に取り扱うために

マニュアルの記号の意味

危険：
この記号は潜在的に危険な状況または意図

されていない使用を招く事項を示し、回避されない
場合、すぐにも人身事故（死亡または重傷）が起こ
る事項を示します。

警告：
この記号は潜在的に危険な状況または意図

されていない使用を招く事項を示し、回避されない
場合、重大な人身事故（死亡または重傷）が起こる
可能性が高いことを示します。

注意 : 
この記号は潜在的に危険な状況または意図

されていない使用を招く事項を示し、回避されない
場合、中程度の人身障害またはかなりの物質的､経
済的損失､あるいは環境上の損害を生じる可能性が
高いことを示します。

器械を､技術的に正しく､かつ有効に使用す
るために､操作に際して遵守されるべき重要
事項を示します。

以下は本器の取扱い責任者、及び器械を実際に使用
する人が、操作上の危険を予想し、回避するための
ものです。器械の取扱い責任者は、器械を使用する
全ての人がこれらの指示を理解、厳守しているか確
認してください。

器械の意図する用途
使用許可事項
RUGBY300SG/400DGは、以下のような使用状
況における用途に適すよう設計されています。
この機器は位置決めのための水平なレーザー面
もしくはレーザービームを照射します。
これはベースプレートもしくは三脚に取り付け
て使用します。
レーザーは測量対象物、もしくはいわゆる受光
器で受光します。
レーザーユニットは受光器との併用で建設機械
のコントロールにも適しています。

このユニットの電源はアルカリ電池と充電可能
なニッケル水素バッテリーパック（オプション）
が使用できます。

禁止事項
説明を受けない人による本器の使用。
用途外での使用。
安全システムもしくは注意書きを外しての使用。
道具（ドライバー等）を使って器械を分解する
こと。
器械の変更あるいは改造。
不当である事を承知しての使用。
Leica Geosystemsの明確な承認なしで他社の
アクセサリーを使用すること。
例えば道路上などでの不十分な安全対策下での
計測。
故意に第三者の目に向け、照射すること。

警告：禁止事項を守らないで使用すると、
人身事故、故障、破損につながります。操

作する全ての人に、その危険性と、その危険への対
策を指導する事は、取扱責任者の仕事です。使用す
る人は、使用方法の説明を受けてから使用してくだ
さい。

使用制限

環境：器械は人が生活できる大気での使用に適して
おり、過激な環境や爆発の危険性のある環境での使
用には適していません。

責任
製造元であるLeica Geosystems AG,CH-
9435,Heerbrugg,Switzerland(以下Leica
Geosystems）が製造者責任を負います。Leica
Geosystemsは完全に安全な状態で、取扱説明書、
およびオリジナルアクセサリーを含む製品を供給す
る責任を負います。

●

●

●

●

●

●
●
●
●

●
●
●

●

●
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Leica Geosystems以外の
アクセサリーの製造者責任

Leica Geosystems以外のアクセサリーの
場合、アクセサリーの製造者はその製品の

開発、使用、あるいは製品上の安全対策の説明に責
任を負います。また、アクセサリーの製造者は、
Leica Geosystemsの器械と組み合わせて使用す
る上での安全対策についても責任を負います。

器械の取扱責任者の責任
警告：器械の取扱い責任者は、取扱説明書
に基づいて安全に器械を使用しなくてはな

りません。また、取扱責任者は全ての人のトレーニ
ング、能力開発についての責任を負います。
器械の取扱い責任者には次の責任があります。
器械の安全対策と、取扱説明書の内容を理解す
ること。
使用する場所での事故予防基準に精通している
こと。
器械の安全が損なわれていると判断した場合は、
すぐにLeica Geosystemsに連絡すること。

使用上の危険
警告：説明に従わなかったり、説明が不適
切な場合、誤った方法や禁止事項を行った

りする結果となり、広範囲の人身事故や物損事故発
生の可能性、経済上や環境上の問題を引き起こす恐
れがあります。
予防措置：使用する全ての人は製造者が示した安全
対策と、器械の取扱責任者の指示に従わなければな
りません。

注意：器械が不完全な場合、器械を落とし
たり、使用方法を誤ったとき、あるいは器

械を改造したときは、測定値の誤差に注意してくだ
さい。
予防措置：取扱説明書に従って、定期的にテスト観
測を行ってください。特に器械を通常外の方法で使
用した後や、重要な測定の前後には必ずテスト観測
を行ってください。

警告：荒天での使用は落雷の危険がありま
す。予防措置：雷の時は現場作業を行わない。

危険：送電線や鉄道架線等の電
気施設の近くでスタッフや伸縮

標尺を使用する際には感電事故の危険性がありま
す。

●

●

●

予防措置：安全な距離まで電気施設から離れてくだ
さい。このような状況での作業では電気施設の管理
者とまず連絡をとり、その指示に従ってください。

警告：道路上やビルの建設現場、工業施設
などの現場で安全対策が充分とられていな

い場合、危険な状況を招く恐れがあります。
予防措置：常に現場の安全対策が充分であるかを確
認する。また、災害防止要綱や道路交通法の規約を
遵守してください。

注意：充電された電池を輸送、または廃棄
することにより、その機械的影響により火

災を起こす可能性があります。
予防措置：輸送する際には電池を外してください。
電池の廃棄は必ず空になってから行ってください。

注意：アクセサリーと器械の組み合わせが
不適切な場合や、器械に何らかの衝撃（爆

発や落下等）を与えた場合、器械が破損したり、人
身事故を引き起こす恐れがあります。
予防措置：器械を設置する際にアクセサリー（三脚、
整準台、接続ケーブル等）が適合しているか、正し
く接続され、しっかりと固定されており、ロックさ
れているかを確認してください。器械に物理的な衝
撃を与えないようにしてください。整準台で三脚に
取り付ける際には必ず中央の固定ネジをしっかり締
めてください。ネジが緩んだ場合にはすぐに器材を
三脚から外してください。

警告：もし器械を不当に処分すると、次の
ような事態が起きます。

もしポリマー部分が燃焼すると、有毒ガスが発
生し、健康を害します。
もし電池が破損したり熱せられると爆発したり、
有毒物質の発生、火事、腐蝕、あるいは環境汚
染の原因になります。
無責任に器械を処分する事により、使用する資
格のない人が規定を守らずに使用し、彼ら自身、
あるいは第三者が重傷を追う危険にさらされた
り、環境汚染を引き起こす事になります。

予防措置：器械の処分は日本の規定に準じて適切に
行ってください。常に、資格のない人が器械に触れ
ないよう予防してください。

注意：Leica Geosystemsのみがこれらの
製品の正規修理工場です。

●

●

●
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レーザーのクラス

RUGBY300SG/400DGはこの器械のヘッドから
回転する不可視レーザービームを放射します。
器械は、次の規格クラス1レーザー製品に分類され
ます。
IEC 60825-1:2001"レーザー製品の放射線の
安全性"

クラス1/Ⅰレーザー製品：
レーザー光を凝視したり、故意に他人に向けないで
下さい。
ビームの発散 41"（0.2mrad）
最大放射出力　　　　 1.7mW回転モード
測定値の不確実性 ±5％
パルス持続時間　　　　 適用外
パルスあたりの放射電力 適用外
使用方法

警告：故意に人体に向けて使用しないでく
ださい。

レーザー光は眼や人に有害です。万一、レーザー光
による障害が疑われるときは、速やかに医師による
診察処置を受けてください。

注意：安全のために、始業点検、一定期間
ごとの点検、調整を行ってください。

使用状態
注意：測定時以外は、電源を切るか、レー
ザー射出口をキャップなどで遮光するよう

にしてください。

保管状態
注意：レーザー製品は、誤って使われない
ように、子供など製品知識がない者の手に

触れない場所に保管してください。

分解修理
警告：分解・改造・修理をしないでくださ
い。レーザー被爆の恐れがあります。

廃棄・その他
注意：廃棄する場合は、レーザー光を出さ
ないように通電機能を破壊するなどの処置

をしてください。

電磁障害の許容性（EMC)

「電磁障害の許容性」という用語は、電磁気が放出、
及び静電気が放出している環境で器械が支障なく機
能し、また他の器械を妨害しない能力を意味します。

警告：電磁気の放出が他の機器を妨害する
可能性があります。

この器械は厳しい規定と規格に適合していますが、
Leica Geosystemsは他の機器を妨害する可能性
を完全に否定することはできません。

注意：他社のアクセサリー、例えば無線送
信機、規格外のケーブル、外部電源と共に

使用している場合、他の機器を妨害する危険があり
ます。
予防措置：Leica Geosystemsの推奨するアクセ
サリー以外は使用しないでください。もし同時に使
用する場合には厳しい規定と規格に適合している事
が必要です。

注意：電磁気の放出による障害で、測定
値が許容誤差の範囲を超える可能性があ

ります。
この器械は、このような状況における使用に関して、
厳しい規定と規格に適合していますが、Leica
Geosystemsは携帯ラジオ、無線送信機、ディー
ゼル発電機等からの非常に強い電磁波によって妨害
を受ける可能性を完全には否定できません。

このような状況下で得られた結果の精度を確認して
ください。

警告：Leica Geosystemsが明確に承認し
ていない変更または改造をユーザーが行っ

た場合、当該ユーザーの本製品を使用する権利は無
効となります。

●

ラベル

A=レーザービーム
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保証保証

主な仕様

Leica GeosystemsはRUGBY300SG/400DG
が取扱説明書などの注意書に従った正常な使用・保

守状況において、発生した故障・不具合について保証
いたします。
保証期間：1年間

ラグビー300SG/400DG
測定範囲………………………………………………………………………………………………………
精度＊……………………………………………………………………………………………
自動補正範囲………………………………………………………………………………………………………
勾配設定範囲……………………………………………………………………………………………

回転スピード…………………………………………………………………………………
レーザーダイオード………………………………………………………………………………
レーザークラス…………………………………………………………………………
作動温度範囲……………………………………………………………………………………………
保管温度範囲……………………………………………………………………………………………
バッテリー使用時間＊＊…………

寸法（高さ×幅×奥行）………………………………………………………………………
重量（電池含まず）…………………………………………………………………………………………………
防水性…………………………………………………………………………………………

直径770ｍ
10“（1.5mm／30ｍ）

±5°
－5％～＋15％

（ラグビー400DGXY両軸合計－5％～＋15％、片軸のみの場合は－5％～＋25％）
5・10・15・20RPS
780nm（不可視光）

クラス1（IEC60825-1準拠）
－20～＋50℃
－40～＋70℃

65時間（アルカリ乾電池4本1組）、130時間（アルカリ乾電池4本2組）
55時間（ニッケル水素充電パック1本）、110時間（ニッケル水素充電パック2本）

充電時間約4.5時間
265×260×200mm

5kg
防浸型 IP-X7（JIS7級）

＊精度は25℃における数値です
＊＊電池寿命は使用環境により異なる場合があります
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This device complies with part 15 of the FCC Rules. Operation is
subject to the following two conditions:
(1) This device may not cause harmful interference, and
(2) this device must accept any interference received, including
interference that may cause undesired operation.

CH-9435 Heerbrugg

Swiss Technology
by Leica GeosystemsPower : 3V      / 60mA

Art.No.: 785492
Made in China

Type: RE160
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